
【緑区　全体】

■ 指定管理者制度導入施設　モニタリングシート ■ 評価年度 令和元年度

指標１

実績値（％） 100.9 100.8 100.9

達成度（％） 98.9% 98.9% 99.1%

令和4年度 令和5年度

目標値（％） 102.0 101.9 101.8

項目（単位） 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

利用料金合計（円） 158,249,160 157,143,960 154,102,600

指標式と指標の説明 （自転車及び１２５ｃｃ以下バイク利用許可台数）÷自転車駐車場収容台数

項目（単位） 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

利用者数合計（人） 1,070,001 1,051,770 944,351

利用料金合計（円） 424,982,450 440,509,050 386,322,880

修正回転率 3.34 3.49 3.67

自動車駐車場

１　基本情報

公の施設名 橋本駅北口第１自転車駐車場ほか５施設

指定管理者名 緑区市営駐車場運営共同企業体（公益財団法人相模原市まち・みどり公社、株式会社ギオン）

指定期間 平成２７年４月１日～令和２年３月３１日

施設所管課 都市建設局　まちづくり事業部　都市整備課

施設設置条例 相模原市営自転車駐車場条例、相模原市営自転車駐車場条例施行規則
相模原市営自動車駐車場条例、相模原市営自動車駐車場条例施行規則

施設の設置目的
自転車駐車場：駅周辺における自転車及び原動機付自転車の駐車秩序を確立し、自転車及び原動機付自転車を
利用する者の利便を図る。
自動車駐車場：中心市街地の道路交通の円滑化を図り、市民の利便に資するとともに、都市機能の維持及び増進に
寄与する。

施設概要
橋本駅北口第１自転車駐車場・橋本駅北口第２自転車駐車場
橋本駅南口第１自転車駐車場・橋本駅南口第２自転車駐車場
橋本駅北口第１自動車駐車場・橋本駅北口第２自動車駐車場

２　管理実績

項目（単位） 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

自転車駐車場

利用者数合計（人）

利用率（％） 100.9 100.8 100.9

2,414,476 2,426,899 2,401,041

３　成果指標の達成度

指標名（単位） 自転車駐車場（４施設合計）の利用率（％）

自転車駐車場
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自主事業

○

橋本駅北口第2自転車駐車場の利用者に声をかけ、自転車の簡
単なメンテナンス等を実施し、自転車の状態を再確認できる機会
を提供した。

◎

橋本七夕まつり及びクリスマスの翌日にミウィ橋本管理組合が主導
するクリーン活動に参加した。

◎

筆談ボードの利用 通年

内容・回数・参加者等

小型のホワイトボードを活用して継続して実施した。 ○

外国語利用案内の設置

緑区・南区・横山公園グループと協働で実施し、82名の参加が
あった。

バッテリー上がりへの対応を行うため貸し出せる体制を整備
令和元年度貸し出し件数：6件（橋本駅北口第1自動車駐車場：3
件、橋本駅北口第2自動車駐車場：3件

パンク等修理業者紹介

電動式空気入れの提供

施設緑化事業

車椅子の貸し出し

◎

○

○

○

◎

（なし） -

飲料水の自動販売機設置

交通マナー啓発チラシ配布
11月16日
~11月30日

11月26日

評価

◎

旭中学校美術部に作成していただいた絵画を橋本駅北口第1自
転車駐車場ほか3施設内で掲示している。

○

○バッテリー充電器の貸し出し

通年

通年

通年

通年

通年

通年

英語・ハングル語・北京語・広東語の4言語の利用案内を作成し
掲示した。

継続して実施した。紹介件数は5件。

以前から継続して実施しているが、平成30年度に緑区全体で共
通製品に変更している。

都市緑化推進のため、橋本駅南口第2自転車駐車場の出入口に
プランターを設置した。

駐車場を利用するお客様に貸し出せる体制を整備
令和元年度貸し出し件数：27件（橋本駅北口第1自動車駐車場：
18件、橋本駅北口第2自動車駐車場：9件）

評価（5評価） 評価理由・委員会意見

Ｓ 施設管理においては、外国語利用案内を設置し複数の言語に対応できるようにしていることや、パンク等修理業者の
紹介など、利用者サービスの向上に努めている点が評価できる。また、交通安全教室を他の指定管理施設のグルー
プと協働で実施するなど、交通安全等の意識啓発を積極的に行っていることや、橋本七夕まつりなどの地域行事にも
積極的に参加し、地域貢献に努めたことが評価できる。

指標名（単位） 自動車駐車場（２施設合計）の年間利用台数（二輪自動車を除く）

指標式と指標の説明 年間利用台数を目標とし運営状況を確認する

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

実施時期

990,000目標値（台） 991,000 989,000

内容・回数・参加者等 評価

944,351

達成度（％） 108.0% 106.2% 95.5%

実績値（台） 1,070,001 1,051,770

指標２

主な事業名

項目（単位） 平成29年度

主な事業名 実施時期

橋本地区クリーン作戦 8月5日、12月26日

交通マナー啓発絵画展示 通年

自転車安全点検活動

評価（5評価） 評価理由・委員会意見

Ｂ 新型コロナウィルスの影響もあり、自転車駐車場・自動車駐車場共に利用者数及び利用料金は前年度を下回った。
成果指標の達成度は、自転車・自動車の達成度の平均は９７．３％となり、９０％以上１００％未満のためＢ評価とす
る。

-

４　事業の実施状況

市が指定する事業

交通安全教室 12月8日

橋本七夕まつりへの協力 8月3日～4日
橋本七夕まつりにボランティアとして参加し、クリーンステーションを
担当した。また、橋本地区社会福祉協議会で実施した「七夕まつり
を楽しむ会」への協力を行った。

◎

令和4年度 令和5年度

自動販売機の設置 通年

11月の満足度調査と並行してマナー啓発のチラシをポケットティッ
シュに入れて1,000枚配布した。

◎

自動車駐車場
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※直近3年間について記載 （千円）

実績値（％）

意見箱の設置
各施設の事務所前に意見箱を設置し、利用者からの意見や要望等を随時受付、対応に努めてい
る。

達成度（％） 115.3%

５　利用者の満足度

調査手法/サンプル数 利用者へのアンケート調査を実施　時期：令和元年11月16日（土）から令和元年11月30日（土）　サンプル件数：
697枚

目標値の基準 総合的な満足度の設問に対する「満足」と「どちらかといえば満足」の合計の割合

通年

項目（単位） 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

その他の取組
取組事項

令和4年度 令和5年度

目標値（％）

６　施設の経営状況

施設の収支概要

102.2% 101.9%

80.0% 90.0% 90.0%

92.2% 92.0% 91.7%

時期 取組内容

収入(指定管理料)の増加は消費税の増税によるもの。また、支出も人件費の上昇や消費税の増税により増加した。
団体本体の経営状況に特段の課題は無いが、本体事業収支としてはマイナスとなっていることからＢ評価とする。

-9,192

97,073 98,761

利用者満足度調査

Ｂ

185,312
185,312

20

本体事業収支　【(ａ)-(ｂ)】(ｃ)
自主事業収入　(ｄ)

自主事業収支　【(ｄ)-(ｅ)】(ｆ) 951

970
-8,503

事業関連経費 0 0 0

879

897
-10,566

19
956

団体の財務状況

936

人件費 96,354
14,049

-8,256-7,552

収入　(ａ)

194,504支出　（ｂ）
その他の収入

令和元年度平成30年度平成29年度

193,815

項目

0
0

0

187,076
0

185,312指定管理料
利用料金収入

187,076

0
0

評価（5評価） 評価理由・委員会意見

Ａ 利用者満足度調査においては総合的に満足との回答が91.7％であり、目標値である90％を上回っている（達成度は
101.9％）ため、Ａ評価とする。引き続き施設の維持や利用者への丁寧な対応に努めていただきたい。

施設管理経費 83,412 83,382 84,832

197,642

備考

団体本体の経営状況について特段の問題はない。

全体収支　【(ｃ)+(ｆ)】

自主事業支出　(ｅ) 18

-9,687

評価（5評価） 評価理由・委員会意見

185,312

本社管理経費 14,049 14,049
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有

加点事由 具体的内容
日常の管理について、独自に職場巡視チェックリストを作成し、安全や環境配慮へ取組んでいることや、現金管理について、現
場に備えた帳簿以外に、共有サーバ上のエクセルデータに入力し、本社で全体の管理を行い、適正な管理に努めていることか
ら加点するもの。

市への報告事項・事前承認等 適正に実施

検査方法 市チェックリストに基づき、指定管理者へのヒアリング・現地確認により検査を実施

実施時期 令和2年9月

管理業務

現金管理

会計・経理

人員配置・地元活用

検査項目

適正に実施

確認結果

適正に実施

【自転車】
　自転車・自動車駐車場の管理運営の役割分担が明確になっており、各々が担当する施設のトラブル等を適切に対応するなど、
円滑な運営を行うことができた。
　情報配信においては、ホームページにおける定期利用の満空情報の配信は、利用者やこれから定期を申し込む方への認知度が
向上し、多くの好評をいただいた。今後は定期利用の満空情報の配信を継続しながら、一時利用の配信についても導入を図りた
いと考えている。また、自転車の盗難被害を減少させることを目的に、施設利用者に対して施錠の徹底など注意喚起を継続して
行った。
　地域活動としては、自転車・自動車が協働して、橋本七夕まつりの開催時に橋本地区社会福祉協議会で実施した「七夕まつり
を楽しむ会」において障がい者の介助活動を実施、また、七夕まつり実行委員会に協力し、ごみステーションにおけるごみの回
収活動と駅周辺の清掃作業を行った。
　自主事業としては、3区の共同企業体駐車場グループと横山公園グループの協働で、相模原警察の協力の元、交通安全週間に交
通安全教室を実施した。また、一部の自転車駐車場において、自転車安全点検活動を実施し、交通安全・交通マナーの普及啓発
に努めた。

【自動車】
　平成31年3月、橋本駅北口第一自動車駐車場に隣接するイオン橋本店の認証サービス料金が改定され、その後、橋本駅北口第
一自動車駐車場の利用台数が前年の８割程に減少となった。利用台数減少の対策として令和元年12月より定期駐車の契約枠を拡
大し、駐車場全てのフロアへ定期契約を促進する案内を掲示した。また、場内が薄暗いとお客様よりご意見があったため、橋本
駅北口第一及び第二自動車駐車場内の照明器具を順次LED器具へと交換を実施した。
　橋本駅北口第二自動車駐車場では場内混雑時に渋滞が発生するが、交通誘導警備資格を有している警備員の配置を行い混雑緩
和の対応を実施した。
　重大事故や、大きな苦情等も生じておらず、管理運営は概ね良好であったと考える。

７　管理業務の履行状況

備考

加点事由有（下記のとおり）

加点事由有（下記のとおり）

危機管理 適正に実施

情報公開・個人情報保護 適正に実施

情報セキュリティ 適正に実施

適正に実施

適正に実施

８　指定管理者の自己評価
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(75/100)

・自転車駐車場、自動車駐車場の管理実績(利用台数・利用料金)が下がり、成果指標は達成できなかった。自転車駐車場では、
電動自転車等の平置き用スペースを増やしたため、収容台数は減ったものの、利用率は上昇した。自動車駐車場では、一時利用
を妨げない範囲で定期利用を増枠したため、平均駐車時間が増加し、修正回転率は上昇した。利用者ニーズを捉えて対応した結
果であると考えられる。
・多様な自主事業を展開し、利用者サービスの向上と社会貢献に努めている。
・利用者満足度調査では、近隣商業施設の駐車料サービスの変更や施設の構造等、指定管理者の業務以外のことに関する意見が
散見されたが、総合的な満足度は高く、施設管理や接遇で補っていただいた結果であると考えられる。
・施設の経営状況は、人件費の上昇や消費税増税等が大きく影響したものと考えているが、より効率的な施設運営に努めていた
だきたい。
・管理業務の履行状況は、独自のマニュアル、チェック表等も整備し、事務所も分かりやすく整頓され、適切に管理している。
・以上のことから、緑区における駐車場の指定管理業務は良好に履行されていたと評価できる。

９　所管課意見

総合評価（自動判定）

Ａ

10　選考委員会意見
　緑区における駐車場の指定管理運営については良好に履行されているといえる。
　自転車駐車場・自動車駐車場ともに指標の目標達成には至らなかったものの、自転車駐車場については、駐車状況を把握し、
多様化する自転車の形状に合わせた駐車スペースを確保したことや、自動車駐車場については、場内照明のLED化や場内混雑時
に交通誘導警備員を配置したことなど、利用者の要望に応え場内の安全性向上に努めたことが評価できる。
　自主事業を含んだ事業の実施状況については、施設管理に関する事業のほか、橋本七夕まつりへの協力等の地域貢献事業や交
通マナー等の意識啓発に関する事業等も積極的に行っている点が評価できる。
　利用者満足度については、高水準を維持していることは評価できるが、今後アンケートを工夫し、利用目的による利用者のグ
ルーピングを行い、各グループごとに利用を増やすための施策を検討するなどして施設運営に反映していただきたい。
　施設経営について、団体本体の経営状況に特段の問題はないが、本体事業収支はマイナスとなっており、今後は予算の組み方
等もしっかりと検討していただきたい。
　管理業務の履行状況については、所管課が現場をチェックし、適正に実施していること、独自のチェックリストを作成し、業
務の実施状況の確認をしていることなど、工夫して管理している点が評価できる。自転車駐車場は通勤・通学等で毎日利用する
利用者が多いため、引き続き、サービス向上、満足度向上に向けて接遇研修等の実施内容について工夫しながら取り組んでいた
だきたい。
　また、自転車駐車場・自動車駐車場ともに、構成企業間で役割分担をしながら、管理運営体制を確立し、５年間にわたり、大
きな事故やトラブルも無く、円滑な管理運営が図られ、利用者の要望や指摘に応じた駐車場運営をしてきた点が評価できる。
　より良い運営のため、今後も施設の状況や利用者の声を踏まえた利用促進のための提案などもしていただきたい。

指標

事業

満足度管理

経営
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